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家庭分野の目標

生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、衣食住などに関する実践的・体験的な活動を通し

て、よりよい生活の実現に向けて、生活を工夫し創造する 資質・能力を次のとおり育成するこ
とを目指す。

（1）家族・家庭の機能について理解を深め、家族・家庭、衣食住、消費や環境などについ
て、生活の自立に必要な基礎的な理解を図るとともに、それらに係る技能を身に付
けるようにする。

（2）家族・家庭や地域における生活の中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を
構想し、実践を評価・改善し、考察したことを論理的に表現するなど、これからの生
活を展望して課題を解決する力を養う。

（3）自分と家族、家庭生活と地域との関わりを考え、家族や地域の人々と協働し、より
よい生活の実現に向けて、生活を工夫し創造しようとする実践的な態度を養う。

知識及び技能

思考力、判断力、表現力等

学びに向かう力、人間性等

見方・考え方 実施する学習活動 育成すべき資質・能力



生活の営みに係る見方・考え方

※主として捉える視点は
大きい丸で示している







「対話的な学び」の視点

「主体的な学び」の視点

「深い学び」の視点

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善



「主体的な学び」の視点

現在及び将来を見据えて、生活や社会の中から問題を見いだし
課題を設定し、見通しをもって解決に取り組んだり、学習の過程
を振り返って実践を評価・改善して、新たな課題に主体的に取り
組んだりする

・題材を通して見通しをもたせる場面

・題材を振り返る場面



「対話的な学び」の視点

他者と対話したり協働したりする中で、自らの考えを明確にしたり、
広げ深めたりする

・解決方法を探る場面

・実践を振り返る場面



「深い学び」の視点

生徒が生活や社会の中から問題を見いだして課題を設定し、その
解決に向けた解決策の検討、計画、実践、評価・改善といった一連
の学習活動の中で、生活の営みに係る見方・考え方を働かせなが
ら課題の解決に向けて自分の考えを構想したり、表現したりして、
資質・能力を獲得する

家庭分野の学習過程の参考例



まとめ

主体的な学び
主体的に学習に取り組めるように、学習の見通しを立
てたり学習したことを振り返ったりする場面をどこに
設定するか

対話的な学び
対話によって自分の考えなどを広げたり深めたりする
場面をどこに設定するか

深い学び
学びの深まりをつくりだすために、生徒が考える場面
と教師が教える場面をどのように組み立てるか


